
（別紙３）

～ 2026年　３月　31日

（対象者数） 0 （回答者数） 0

～ 2026年　３月　31日

（対象者数） 8 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

さらなる充実を図るため、自己の特性や感情を理解する機会

を増やし、他者との関わり方について主体的に考えられる力

の育成に取り組む。自己理解の深化が、対人関係における適

応力の向上につながることが期待される。

2

地域のボランティア活動や交流イベントを自ら計画し、地域

住民を招いて実施する取り組みを行っている。主体的な企画

運営を経験することで、社会参加への意識や協働する力の向

上が期待される。

3

多様な企業見学や体験活動を通じて、社会には多くの進路が

存在し、自ら選択していくことができるという理解を深めら

れるよう取り組んでいる。経験の幅を広げることで、将来設

計に必要な判断力の向上が期待される。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

子どもたちの成長に伴い、保護者が活動の様子を直接見る機

会が減少し、事業所での取り組みが十分に伝わりにくくなる

点が課題として挙げられる。今後は、情報共有の方法を工夫

し、保護者が継続的に関心を持てる仕組みづくりが求められ

る。

2

支援の質を向上させるためには、指導員が多様なスキルを身

につけることが不可欠である。現状を踏まえ、専門性向上に

向けた研修体制の強化が必要であると考えている。

3

○事業所名 Restart

○保護者評価実施期間 2026年　２月　１日

○保護者評価有効回答数

2026年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　３月　３１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

遊びの中で経験を積み、仲間意識を育てる取り組みの重要性が

十分に理解されにくい点が課題として挙げられる。今後は、遊

びを通した学びの価値を明確に示し、保護者や関係者への説明

を強化する必要がある。

子どもたちの気づきや発信、活動の様子を保護者と十分に共有

できていないことが課題となっている。今後は、情報共有の方

法を見直し、家庭との連携をより密にすることで、支援の質向

上を図る必要がある。

個々の特性に応じた環境や設備の整備が不十分である点が課題

となっている。

もっと良い支援をしていくためには、指導員のスキルアップが

必要だと感じている。子どもたちに合わせた関わりができるよ

う、学びの機会を増やしていきたい。

子ども一人ひとりの特性や能力に応じて、自ら考え行動するた

めに必要な力を育む支援が行われている。今後は、個別性をよ

り深めた働きかけや学びの機会を充実させることで、主体的な

思考力のさらなる発展が期待される。

個々の特性を踏まえた工夫や意識的な支援を行い、本人が持つ

力を最大限に発揮できる環境づくりに努めている。小さな達成

を積み重ねることで自己肯定感を高め、自信を育む取り組みが

継続されている。

「子ども食堂をはじめとした地域活動に参加し、地域住民との

交流を通して社会性を育む取り組みが行われている。今後は、

地域との連携をさらに深めることで、社会性・地域性の発達が

より一層促進されることが期待される。

社会性の向上を図るため、外出活動や体験学習、公共交通機関

の利用など、実社会に触れる機会を意識的に設けている。これ

らの経験を通して、社会的ルールや公共の場での振る舞いを理

解し、適応力を高める取り組みが進められている。

「学校見学や会社見学などの多様な体験を通じて、社会の構造

や社会的ルールへの理解を深める取り組みが行われている。今

後は、体験内容を日常の学びに結びつける働きかけを強化する

ことで、社会性のさらなる向上が期待される

社会の一員としての自覚を育むことを目的に、社会の中でどの

ように役割を果たし生きていくかを考える機会を意識的に設け

ている。これらの取り組みを通して、社会参加への意識や責任

感の向上が期待される。
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